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研究成果の概要（和文）：東北地方青森県・宮城県、中部地方長野県、山梨県、関東地方千葉県、東京都の遺跡
出土土器付着物の測定を国立歴史民俗博物館坂本分担者や、東京大学年代測定室米田分担者と共同で行い、レポ
ートを公表した。
静岡県富士宮市滝戸遺跡、岡山県地蔵が淵洞窟の発掘調査を行い、年代測定を進めている。富士宮市大鹿窪遺跡
では、下岡分担者のルミネッセンス測定と、代表者の炭素１４年代を比較検討した。年輪年代について箱﨑分担
者、木村分担者と千葉県多古田遺跡などの年輪材の年代測定を行い、複数の測定法を相互比較した。
以上の成果から縄紋時代実年代体系の基盤を作成し、自然環境の変動との対比や文化変化の様相を通期的に検討
した。

研究成果の概要（英文）：We have been measuring pottery deposits excavated from sites in Aomori and 
Miyagi prefectures in the Tohoku region, Nagano and Yamanashi prefectures in the Chubu region, Chiba
 and Tokyo prefectures in the Kanto region, in collaboration with Sakamoto of the National Museum of
 Japanese History and Yoneda of the Dating Laboratory of the University of Tokyo, and have published
 reports on some of the results.
Excavations at the Takido site in Shizuoka Prefecture and the Jizogafuchi Cave in Okayama Prefecture
 have been conducted and dated. At the Oshikakubo site in Shizuoka Prefecture, we compared the 
luminescence measurements made by Kudooka with carbon-14 dating. Together with Hakozaki and Kimura, 
we examined the age of wood rings at the Takoda site and other sites in Chiba Prefecture.
These results provide the basis for a chronological system for the Jomon period, and allow us to 
examine the ratios between the changes in the natural environment and the cultural changes.

研究分野： 考古学

キーワード： 年代測定　炭素14年代　放射性炭素年代　酸素同位体比　年輪年代　縄文時代　ルミネセス法　安定同
位体比

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
暦年代が未知である先史時代の時間軸を作成するための考古学的方法である年代測定法について、炭素14年代の
測定対象を拡大するため土器付着物、炭化材、植物遺体、人骨、貝殻など複数資料を測定、較正年代、年輪年
代、酸素同位体、ルミネッセンス法と比較し、測定法の確度を高めた。
実年代での文化変化と自然環境との対応を捉え、日本列島先史時代の特徴を明らかにするため、旧石器・縄文・
弥生時代の時期的な画期を明確とし得る時間軸を、多様な年代測定で整理した。13500年以上に及ぶ縄紋文化の
地域的・時期的な変化を跡づけ、東アジアの地域間の時間的併行関係を捉え、地域間交流や環境による差異を検
討可能とする枠組みを作成した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
代表者は縄紋時代の実年代化を、現在最も信頼性が高い炭素 14 年代法によって構築してきた。

その成果を発展させるために、東アジアの中での縄紋文化の実年代からみた位置づけを明確化
するため、東アジア新石器文化に対し、炭素 14、年輪、酸素同位体、ルミネッセンス、古地磁
気の多様な年代測定法による実年代体系化を図る研究を行うこととした。酸素同位体変動によ
る気候復元など生態史と考古編年を対比させ、同位体分析による食性復元、定住度を反映する遺
構の比熱痕跡分析など自然科学分析を先史試料に適用し、日本列島、朝鮮半島、中国大陸など東
アジア新石器文化における自然環境と文化変化の関連、地域間交流史を体系化することが必要
であると考え、本研究の最大の特徴として、従来の炭素 14 年代測定に加味して、新手法「酸素
同位体比年輪年代法」の導入で、従来法では百年以上の誤差を含んでいた先史時代に誤差のない
実年代を付与し、様々な年代測定法の相互補完と自然科学と考古学による新たな研究法を開発
することを目標とした。土器型式編年の高精度実年代化（数十年単位）と、広域間比較が可能と
なり、生態環境変化を実年代で文化変化と対応させ、植物食・海洋資源の比重の違いから食性変
化、炉の使用頻度復元による居住の変化を探り、土器・定住の初現から農耕の採用の過程を体系
化した新たな先史時代像を示すことが期待できるのである。 
同時に年代測定研究の幅を拡げるために、測定可能資料を増やす目的で、土器付着物・炭化物、

木材などの他に、貝殻や漆製品の年代も測定を増すことで、考古学に大きな寄与が見込まれる。
また、木材についても年輪ごとの測定を試みれば、より高精度のウイグルマッチングを行うこと
ができ、確度の高い年代比定を試みることができる。縄紋時代の遺跡に対して、様々な資料によ
る年代測定を試行できれば、遺跡の時間的経緯から復元される縄紋社会の集団規模や採取活動
の規模、時間経過に従った遺跡形成過程の復元など、縄紋文化の実態解明に有効な実時間での検
討が可能となる。それとともに、複数資料や測定方法を対比させることによって、既存の測定法
の検証にもなり、年代測定法と考古学の両面にとって有益な研究となると期待できる。 
 
２．研究の目的 
先史時代においては実年代を暦年代で示すことは簡単ではないため、日本列島の中でも縄紋

文化・弥生文化の位置づけは必ずしも明確ではなく、ましてや大陸の先史文化との関係は不明瞭
となっていた。まずは年代的な位置づけを明確にする必要がある。 
日本列島の基盤文化をなしている縄紋文化複合体の由来や発展過程、弥生文化への変容の過

程を解明するため、同時に相互に関連性を持っていたと想定される朝鮮半島やシベリア東部、中
国南部長江流域の先史文化との関連性を明確としなくてはならないのは当然であり、実年代で
の体系化はきわめて重要である。同時に、文化的な発展過程や地域間の交流に大きな影響ないし
はその契機をもたらしたであろう生態環境の変化の変化との関係も明確にしなければ、先史文
化過程の解明は果たせない。 
まず年代的枠組みを広域的に実年代で組み立てなければならず、次にその枠組みを文化史的

再構成（土器編年など）と摺り合わせ、居住形態・生業形態の変化との関係を明確にし、生態学
的・気候学的な環境変動（植生の変化や降水量や推定平均気温などの気候変動）との相互作用の
あり方を関連づけていくことを可能とする実年代体系の構築が極めて緊急性の高い課題なので
ある。 
年代的位置づけを図る上で自然科学的な年代測定法は不可欠であるが、独自に発展してきた

結果、測定法相互の比較検討は十分なされたことはない。それぞれの方法の長所短所を組合せ、
相互検証しつつ実年代化を図るには考古学的自然科学的な手法と問題意識に精通した研究者に
よる学際的な共同研究が必要であり、本研究はまさにその点で現在多様な年代測定法を一線で
進めている研究者による初の共同研究である。 

 
３．研究の方法 
日本列島の旧石器時代の終わり・縄紋文化の始まりから弥生文化の普及まで約 15,000 年間を

対象とし、日本列島の生態環境に応じた 7～８の地域について、各々100 にも及ぶ細別土器型式
による相対年代をさまざまな測定法によって示されてきた年代を整理し、不足する部分を新た
に計画的に測定することで、実年代での枠組みを完成させる。次に、朝鮮半島、中国東北部、シ
ベリア東部など、研究蓄積や今後測定可能な試料が見込まれる時期（縄紋草創期や中期、晩期な
ど）を中心に、相互の対比年代を明確にする。このことによって考古学的検討に耐え、環境変動
と文化史的変化とを明確に対比できる実年代での東アジア先史文化の枠組みを完成させる。 
同時に、今後も重要な手法となり続けていく年代測定法の多様な方法論における相互検証と

補完を重ね、年代決定の方法として誤差が少なく年単位の精緻な年代を作り上げていく。 
 単なる年代決定のみならず、炭素 13 同位体比などの同位体分析により土器付着物の由来（何
を煮炊きしたか）を検討して生業活動の復元を進める。同時に、ルミネッセンス法や磁気測定に
よって居住痕跡の被熱を測定することで、先史社会の定住度を比較可能にするなど、先史社会復
元を進める。酸素同位体比による降水量変動などの気候変動を明確にして、生態環境の変化と文



化変化との関係を、高精度の実年代によって明らかにする高精度年代体系構築を目指す。 
 
４．研究成果 
 研究は以下のように年度ごとに成果を挙げる形で進めた。 
2018 年度 第 1 回の研究打合せをおこない、分担者や協力者と研究方針についての摺り合わ

せをおこなった。自らの研究方向として、年代測定の試料を得る目的で、福島県にて縄紋時代の
福島市和台遺跡の発掘調査をおこない、縄紋時代の試料採取をおこなった。土器付着物による炭
素 14 年代測定、熱ルミネッセンス測定、古地磁気測定用の試料を選び、測定を進めた。同時に、
韓国における新石器時代試料の年代測定をおこなうなど、東アジアにおける年代対比の一環と
なるデータ集成に着手した。 
まだ測定結果報告として、小林謙一 2019「韓国南東部の遺跡における炭素 14 年代測定」『中

央大学文学部紀要 史学』第 276 号（2019/3），小林謙一「縄紋土器付着炭化物の同位体分析の
検討－縄紋前期における C4 植物の調理痕跡の可能性－」『日本文化財科学会第 35 回大会研究発
表要旨集』（2018/8）などで示すことができた。 
 2019 年度 ５月に福島県福島市和台遺跡の発掘調査において、科研メンバー及び大学院生を
補助員に雇用して縄紋時代集落の発掘調査をおこなった。そこで、計画的に住居出土炭化材や土
器付着物など年代測定用試料を採取した。11 月には東京都三鷹市滝坂遺跡にて、以前の科研費
で 2016 年に発掘調査した敷石住居について測量調査を行いつつ、敷石住居埋甕内などから年代
測定用の炭化物試料を採取した。それらの試料について、分担者と協同しつつ年代測定の準備に
着手し、炭素 14 年代測定をおこなった。滝坂遺跡の焼土面については、下岡分担者とともに測
定を試みた。併せて、比較検討のための年輪年代資料、熱ルミネッセンス試料や旧石器・縄紋・
弥生遺跡の炭素 14 年代測定用試料を採取し、50 点以上について箱﨑、佐野、坂本、米田分担者
らと共同で炭素 14 年代測定をおこなった。11/11 に東京大学総合博物館にて、基盤 Bとともに、
小林が代表を務める他の挑戦的研究、国際共同研究推進と共同研究会として、研究メンバーが集
まり、各分担者の中間報告及び今後の研究方針について打ち合わせた。後述するように、その後
はコロナ禍により対面での打ち合わせの機会は持てなかったので、期せずして最後の対面での
研究会となった。 
2020 年 1 月以降、コロナウイルスの状況に応じて、出張については中止せざるを得ない状況

が増え、研究に支障を来すほどとなってきた。これまで採取した試料の整理作業を補助員によっ
ておこなうことを主体として進めた。データの整理や打ち合わせは web 会議を用いておこなっ
てきたが、直接的な試料の処理作業は十分できなかった。2019 年度の研究の一端として小林謙
一「縄紋時代草創期の住居状遺構からみた定住化」『考古学と歴史学』（2020/3）、小林謙一「縄
紋時代中期土器付着物の同位体比の検討」『中央大学文学部紀要 史学』第 65 号（2020/3）、年
代研究の研究成果の公開として、小林謙一・立神倫史「天神段遺跡・宮脇遺跡出土試料の炭素 14
年代測定 ―大隅地方中部における押型紋土器の年代的位置付け」『鹿児島県立埋蔵文化財セン
ター 研究紀要・年報 縄文の森から』第 12号（2020/3）、発掘調査の概要報告として『中央大学
文学部考古学研究室 2019 年度活動報告 和台遺跡・滝坂遺跡 上黒岩第 2岩陰遺跡 2019 年
度発掘調査の概要』（2020/3）、和台遺跡の調査成果について分担の下岡らとともに『和台遺跡 4 
範囲確認調査報告書』福島市埋蔵文化財報告書第 241 集（2020/3）としてまとめた。 
2020 年度においては、コロナウイルス拡散防止に伴う緊急事態宣言によって、試料収集や打

ち合わせなどにおいて大きな制約を受けたが、研究打ち合わせについては随時オンラインで進
めることができた。特に 2021/2/28 には分担者全員と全体打合せをおこない、各自の研究成果と
今後の計画について共通理解を得ることができた。既存の収集資料による年代的検討を進め、年
代測定成果として、小林謙一「成田市水神作遺跡(第 5次) 14 号住居出土炭化材の炭素 14年代
測定のウイグルマッチ法による年代決定」『公益財団法人印旛郡市文化財センター年報―平成
31・令和元年度―』36（2021/3）、小林謙一 2021「取掛西貝塚の炭素 14 年代測定に基づく年代
的考察」『千葉県船橋市取掛西貝塚総括報告書―東京湾東岸部最古の貝塚―』（2021/2））、などと
して刊行した。 
2021 年度は、試料収集については、海外の試料収集はすべて取りやめたが、国内資料の収集

については、関東（東京、千葉、神奈川）、東北（宮城県）、東海（静岡）など、比較的近い場所
から多くの試料について採取することができた。ただし、遺跡の調査現場から遺跡形成過程に即
した形での試料収集は限られ、既調査試料からの収集が主となったが、静岡県大鹿窪遺跡では層
位別の炭化物収集、ルミネセンス（下岡分担者）および古地磁気測定用の土壌試料を、東京都染
地遺跡の古代住居柱材・宮城県北小松遺跡の低湿地遺跡において AMS 炭素 14年代によるウイグ
ルマッチ（小林および坂本分担者）と年輪・酸素同位体比測定（木村・箱﨑分担者）、取掛西遺
跡など貝塚遺跡貝層中出土の炭化材・貝殻・人骨動物骨・植物遺体など（米田分担者ほか）の試
料を調査現地で採取した。 
これまでに集めた試料について、AMS 年代測定、IRMS 同位体比測定、木材試料について年輪年

代、酸素同位体比測定を進めた。測定においては共同利用機関である国立歴史民俗博物館年代測
定実験室、東京大学総合研究博物館において、数度にわたり分析作業をおこなった。測定自体は
継続的におこなっているが、2020 年度においても 200 点以上の測定結果を得ており、日本列島
の先史時代の高精度年代体系化に寄与し得るデータの蓄積を果たした。データについては、最新
のデータベースを WEB 上で更新するべく準備中である。 



研究期間全体を通しての成果として、下記の様にまとめられる。 
先史時代の自然木や丸太材の酸素同位体比と年代測定も同時に行い比較検討した（箱﨑真隆・

李貞・中塚武・木村勝彦・小林謙一 2021「酸素同位体比年輪年代法に基づく北小松遺跡出土木
材の年代測定」『北小松遺跡―田尻西部地区ほ場整備事業に係わる平成 22 年度発掘調査報告書
―』第 2 分冊分析編 宮城県文化財調査報告書第 254 集 宮城県教育委員会）。 
京都府京大構内遺跡出土縄紋土器付着物の炭素同位体と残留脂肪酸による海産物の寄与の度

合解明（小林謙一・宮田佳樹・千葉豊 2022「浜詰遺跡・北白川追分町遺跡出土土器付着物の自
然科学分析」『京都大学構内遺跡調査研究年報 2020 年度』「第Ⅱ部 京都大学大学院文学研究
科附属文化遺産学・人文知連携センター京大文化遺産調査活用部門紀要Ⅲ」京都大学大学院文学
研究科附属文化遺産学・人文知連携センター京大文化遺産調査活用部門）、など多数があげられ
る。 
このほかにも、調布市染井遺跡などの古代の建物柱材の年輪・酸素同位体・炭素 14 年代の比
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